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「ことばと論理」学習指導案

日 時：平成２３年１０月２８日 ５校時

指導学級：３年２組（３４名）

指 導 者：教諭 大 塚 淳 司

１ 題材名 「福澤諭吉の名文を暗唱しよう」

２ 題材の目標

暗唱により日本語の持つリズム感や響きを味わい，表現と鑑賞の相互活動を通して，言語表現を楽

しみ感覚を深める。

３ 指導に当たって

（１） 題材について

３学年における暗唱では，２つの題材からリズム感や響きの違いを感じ取り，それぞれの表現

を楽しむ活動に取り組んでいる。初回の題材としては２つの漢文「春望」と「長恨歌（末尾４句

抜粋）」を取り上げた。詩の形式の違いにより，言葉の流れやテンポ感の違いが分かりやすく，か

つ短文で覚えやすいため，表現の工夫に適した題材であった。これを基にして，今回は少し長い

文章の題材ではあるが，福澤諭吉が庶民向けにやさしく書いた「学問のすゝめ」と，自分の息子

兄弟への説教のために楽しく語った「ひゞのをしへ」の２つを対照的に取り扱うことにした。福

澤諭吉の「学問のすゝめ」は生徒のへ知名度が高く，冒頭部分の「天は人の上に人を造らず…」

も大変有名な一節で生徒の興味を惹くことができ，また「ひゞのをしへ」の六か条については，

逆に知名度が低く，新鮮で柔らかな感覚を味わわせることが期待できる。暗記の正確さよりも声

の高低や抑揚，テンポを変えるなどの工夫により，積極的な表現を体験させたい題材である。

（２） 生徒の実態

男子１７名，女子１７名，計３４名の学級である。１学年次から取り組んできた暗唱について，

「暗唱は苦手か？」との問いには，半数以上が挙手する反応を示した。しかし，漢文を題材とし

た以前の授業において，どの生徒もしっかりと覚えようと意欲的に練習をしており，発表までに

ほとんどの生徒が暗記をしてきていた。また，物おじせず堂々と発表できる生徒や感情を込めて

積極的に表現しようとする生徒が多く，全体的に生き生きした活動が期待できる生徒集団である。

（３） 指導について

本校の「ことばと論理」の学習を通して育てたい力は，「自らの考えを明確に伝える力」，「他者

の考えを的確に読み取り聞き取る力」，「様々な角度から論理的に考える力」の３つの力である。暗

唱の学習では，日本語の美しさやリズム感，響きを味わう活動を通して，上記の３つの力を補助的，

間接的に育てていきたい。

題材は，生徒にとっては多少の堅苦しさを感じる文章かもしれないが，多様な感じ方を基に自由

な表現を引き出し，新鮮なリズム感や響きと楽しさを味わわせたい。
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４ 指導計画（２時間扱い）

５ 本時の指導

（１） 題材名 「表現のよさを味わって暗唱を楽しもう」

（２） ねらい

① 表現を工夫して暗唱することができる。【話す・聞く】

② 表現のよい所を感じ取ることができる。【話す・聞く】

（３） 指導に当たっての工夫

＜本時の提案＞

① 少人数グループでの発表から代表を選出させる。

② 代表の紹介の後に発表を聞き，紹介と違った面のよさを感じ取らせる。

本時は，単なる暗記の発表ではなく，文章そのものが持っているリズム感や響きを引き立たせ

る表現を工夫したり，他人が表現した暗唱の鑑賞から伝わるよさを感じ取ったりさせながら相互

に楽しむ活動を取り入れることにより，感受性を高めさせていきたいと考える。福澤諭吉の２つ

の文章は，前回に扱った漢文とは異なり，文章が長いために，正確な暗記が困難な生徒が出てく

ることも予想される。そのような生徒には一部朗唱も許可しながら，できる限りリズム感や表現

を大切にして発表をさせたい。また，暗記の時間的負担や発表時間の都合から，各自が気に入っ

た方の文章を選択させて，暗唱活動に取り組ませたい。

時 学習活動
指導上の留意点・支

援

評価規準

【観点】（方法）
資料・準備物

１

○ 題材の読み取り

○ 暗唱練習

○ 題材の印象を大

切にさせ，題材

を選択させる。

○ 表現を考えさせ

ながら，個人練

習とグループ練

習をさせる。

○ 題材に関心を持ち，暗唱への

意欲を高めている。

【関心・意欲・態度】

（観察・自己評価ﾌﾟﾘﾝﾄ）

○ 積極的に覚えようと練習に取

り組んでいる。

【関心・意欲・態度】

（観察・自己評価ﾌﾟﾘﾝﾄ）

課題ﾌﾟﾘﾝﾄ

自己評価表①

２

（
本
時
）

○暗唱の発表

○暗唱の相互評価

○ 工夫した表現を

聞き手に伝えさ

せる。

○ 発表者の表現の

よさを感じ取ら

せる。

○ 表現を工夫して暗唱すること

ができる。

【話す・聞く】

（観察・自己評価ﾌﾟﾘﾝﾄ・評価ﾌﾟﾘﾝﾄ）

○ 表現のよい所を感じ取ること

ができる。

【話す・聞く】

（観察・評価ﾌﾟﾘﾝﾄ）

自己評価表②

評価表
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（４） 指導過程

（５） 評価の観点

観点 具体の評価基準（Ｂ） Ａと判断する学びの姿 Ｃの子どもへの手だて

① 話す・聞く

② 話す・聞く

・自分のことばで表現で

きるよう，しっかり暗

唱をしている。

・表現の違いやよさを感

じ取っている。

・文章から得られるイメージを感じ

取り，それに合うリズム感や響きを

工夫して表現をしている。

・微妙な声のトーンやテンポなどの

表現の違いを聞き取り，そのよさを

上手にまとめている。

・部分的な朗唱を許

可し，表現を考えさ

せる。

・聞き取りのポイン

トを絞らせる。

段階 学習活動
指導

形態
指導上の留意点・支援

評価規準

【観点】（方法）

準備物

など

導

入

4

分

１ 学習内容の確認 一
斉

１ 導入において題材に

ついての印象を数名に

あげさせ，表現への意

欲づけを行う。文章の

山場のチェックをさせ

る。

展

開

38

分 ２ グループ内で発表と評価

を行う。

３ グループで代表者の選出

を行う。

４ 代表者の発表と評価

小
グ
ル
ー
プ

一
斉

２ 自己評価表と評価表

に記入をさせる。

暗唱につまずいた場合

はグループ内で助言を

させる。

３ 代表者の推薦理由を

考えさせる。

４ 各グループからの紹

介の後に発表を行う。

感じたよさを評価表に

記入させる。

一部評価を発表させて

よさを共有する。

○表現を工夫して

暗唱することがで

きる。

【話す・聞く】

（観察・自己評価

表・評価表）

○表現のよい所を

感じ取ることがで

きる。

【話す・聞く】

（観察・評価表）

自己評価表

評価表

評価表

終

結

3

分

５ 本時のまとめ 個

別

５ 自己評価表に記入さ

せる。

自己評価表

＜本時の提案①＞少人数グループでの発表から代表を選出させる。

＜本時の提案②＞代表の紹介後に発表を聞き，紹介と違った面のよさを感じ取らせる。


